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Ⅰ．はじめに

　熊本県の民有林齢級構成は 61～65 年生をピークに分布してお
り（熊本県，2018），その成熟度は国内の他の地域よりも早く，
主伐可能な段階に入っている。また，主伐面積の増加に伴い，再
造林面積も増加している。このような状況の中，熊本県では，主
伐や搬出間伐を積極的に推進するとともに伐採後の確実な更新を
図り，将来にわたる持続的な林業生産活動に向けた施策に取り組
んでいる（熊本県，2017）。その一つに再造林の低コスト化を図
るための「主伐・植栽一貫作業システム」の導入や「マルチキャ
ビティコンテナ苗（以下「MC苗」）」の活用がある。
　しかし，植栽時期を選ばないとされるコンテナ苗（遠藤，
2007）が利用される時期は，利用者が造林資材を裸苗からコンテ
ナ苗へ転換を進める一方で，現状は従来通り裸苗とほとんど同時
期という課題がある（熊本県，2013）。また，民有林における一
貫作業システムの導入に関する取組みは 2014 年からと期間が短
く，実績が少なかったが，今後，一貫作業システムの面積増加が
見込まれている（熊本県，2017）。年間を通した植栽の必要性が
高まる中，これまで植栽が少なかった夏季～秋季のスギMC苗
の活着，成長特性に関して，他県では 300 ㏄スギMC苗の通年
植栽の可能性が調査されているが（山川ほか，2013），熊本県の
情報は少ない。
　そこで 2017 年 6 月～2018 年 3 月にスギMC苗と比較対照とし
てスギ裸苗を植栽する時期別植栽試験を行い，スギMC苗の活
着と成長を比較検討したので報告する。

Ⅱ．試験地と方法

　試験は熊本県南部の球磨郡水上村大字湯山に位置する県有林
（市房団地 47 林班 2小班地内）で行った（図－ 1）。試験地は
2016 年に 54 年生のスギ・ヒノキ人工林 6 . 6 ha が伐採された皆

伐地である。標高 760 m，平均斜度 8 . 5 度の西向き緩斜面にあり，
土壌は火山灰を母材とする適潤性黒色土（BlD）である。植栽当
年の近隣の気象観測所における年平均気温は 14 . 9 ℃，年降水量
は 2832 . 5 mmであった（気象庁，2018）。
　供試した苗は熊本県で生産量の多いシャカインスギの 300 ㏄
MC 苗（JFA － 300）と裸苗で，育苗期間 12～16ヶ月の 1年生
苗である（表－ 1）。植栽は 2017 年 6 月 7 日，8月 7日，11 月 7
日，2018 年 3 月 7 日の 4回に分け，MC苗・裸苗各 49 本を供試
木とした（表－ 2）。以下これらの時期別植栽区を 6月，8月，11
月，3月植栽区と呼ぶ。
　本試験では植栽約 1ヶ月後に植栽木の生残数を確認し，活着率
を算出した。枯死個体については掘り取って根系の形態観察を
行った。また植栽日に供試木の樹高と根元径を測定し，2018 年 3
月 8 日に，3月植栽区を除く各植栽区の樹高と根元径を測定した。
各植栽時期および各苗木の種類による成長量の比較はTukey 法
を用いて多重比較検定を行った。統計解析には「エクセル統計
2015」を使用した。
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図－１．植栽試験地および試験区配置
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Ⅲ．結果と考察

1．植栽当年の成長量
　図－ 2に各植栽区のコンテナ苗および裸苗の植栽当年の成長量
を示す。6月植栽区の樹高成長量は，裸苗に比べてコンテナ苗が
有意に大きかった（p＜ 0 . 01）。8月植栽区のコンテナ苗は 6月
植栽区のコンテナ苗と比較して成長量が小さかった（p＜ 0 . 01）。
根元径成長量は 6月植栽区ではコンテナ苗，裸苗は同程度で，8
月植栽区のコンテナ苗は成長量が少なかった。このことから夏季
植栽のうち，6月植栽では植栽当年の成長がみられるが，8月植
栽では植栽当年の成長量はあまり期待できないと考えられた。
2．活着率と根系の形態
　表－ 3に各植栽区の植栽約 1ヶ月後における活着率を示す。6
月植栽時のコンテナ苗は 98 . 0 %，裸苗も 98 . 0 % と高い活着率
を示した。8月に植栽したコンテナ苗の活着率は 100 . 0 % と良好
な活着を示したが，裸苗の活着率が 0 . 0 % となった。
　根系を傷つけないように 8月植栽した裸苗の枯死個体を掘り取
り，根系を観察したところ，裸苗は細根（白色根）の発生がない
か，少数であった（写真－ 1）。細根の減少，つまり褐色根の割
合の増加は土壌の乾燥ストレスの大きさに比例するとされ（宮内，
2014），8月植栽区の裸苗は乾燥ストレスにより活着が阻害され，
枯死したと考えられた。
　11 月および 3月植栽したコンテナ苗の活着率は 100 . 0 %，裸
苗は 95 . 9 % ～100 . 0 % だった。夏季植栽したコンテナ苗の活着
率は秋，春植栽と同程度であり，本県において，通常植栽が行わ
れる秋，春以外の時期でもコンテナ苗の植栽が可能であることが
考えられた。
3．夏季植栽における活着と気候条件の関係
　図－ 3に 6月植栽時および 8月植栽時の前後 1ヶ月間の試験地
近隣の降水量および気温（降水量は熊本県湯前町横谷，気温は宮
崎県西米良村村所）を示す。近隣の湯前町横谷では植栽 4日後，
20 mmを超える降水が 1回あった。その後，8日間降水のない日

写真－１．8月植栽後枯死した裸苗の根系
（2017 年 11 月 8 日撮影）

図－２．時期別植栽したコンテナ苗と裸苗の樹高
成長量および根元径成長量

図中垂線は標準偏差を示す。異なるアルファベットは処理間の有意差が
あることを示す（p＜ 0 . 05）

表－２．時期別植栽毎に供試したコンテナ苗と裸苗の植栽時の
樹高と根元径

植栽時期 苗種別 樹高（cm） 根元径（mm）
夏季・６月 コンテナ苗（JFA300） 60.8±9.6 8.2±1.2

裸苗 62.4±4.6 7.3±0.9
夏季・８月 コンテナ苗（JFA300） 53.7±6.0 7.3±0.8

裸苗 56.1±5.1 7.1±1.0
秋季・11月 コンテナ苗（JFA300） 57.2±5.6 7.2±0.7

裸苗 55.5±8.2 7.6±0.7
春季・３月 コンテナ苗（JFA300） 50.0±5.6 6.8±0.8

裸苗 55.5±8.2 7.2±0.8

表－１．コンテナ苗の生産条件
挿し穂長 35cm
用土組成 ピートモス50%，ココピート40%，赤土10%

追肥
N:P:K=10:18:15粒状被覆複合肥料（ハイコントロー
ル085, ジェイカムアグリ（株）製）, 3.33g/L
N:P:K=10:18:15

表－３．植栽約１ヶ月後の活着率

植栽区 苗種別
個体数（本） 活着率

（%）植栽 生残 枯死
６月植栽区 コンテナ苗 49 48 1 98.0%

裸苗 49 48 1 98.0%
８月植栽区 コンテナ苗 49 49 0 100.0%

裸苗 49 0 49 0.0%
11月植栽区 コンテナ苗 49 49 0 100.0%

裸苗 49 49 0 100.0%
３月植栽区 コンテナ苗 49 49 0 100.0%

裸苗 49 47 2 95.9%
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を挟んだが，まとまった降水が確認された。植栽後から水分供給
が継続されたことで，土壌乾燥が緩和され，夏季に植栽された裸
苗はコンテナ苗と同程度の活着率 98 . 0 % と良好な活着を示した
と考えられた。
　8月植栽時は，植栽後 1ヶ月間に 10 mmを超える降水があった
のは 2日間のみで，平年よりやや最高気温が高い 30 ℃以上の干
天の日が 22 日間続き，土壌が乾燥しやすい気候条件だったと考
えられる（図－ 3）。
　植栽時には試験地内での湧水が確認されており，表土付近の水
分が比較的多かった。しかし，植栽直後 20 日間以上，降水によ
る水分供給が断たれたことから，急速に土壌が乾燥したと考えら
れる。夏季植栽（8月）の既報では，裸苗はコンテナ苗と比較し
て，植栽時の根系の損傷により根系の吸水能が著しく低下すると
され（杉原・丹下， 2016），その状態の中で，湿潤な土壌から乾
燥した土壌へ急速に変化したことから，コンテナ苗に対して裸苗
は乾燥の影響を強く受け，枯死したと考えられる。

Ⅳ．まとめ

　植栽直後，最高気温 35 ℃以上，降水量 10 ㎜以下の，乾燥した

状況が約 20 日間以上続く環境でも，コンテナ苗の活着は良好
だった。植栽当年においては，6月植栽したコンテナ苗は樹高成
長量が裸苗に対して大きく，高い活着率を示した。8月植栽苗も
コンテナ苗の活着率が高く，この試験地では効果が認められた。
活着に注目すれば，熊本県でもコンテナ苗は裸苗の活着が厳しい
環境に利用延長が可能であることが考えられた。
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図－３．6月植栽（a）, 8 月植栽（b）時における活着率と植栽前後 1ヶ月の降水量および気温の関係
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